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研究成果の概要（和文）：本研究は、我国の文化財修理や伝統的建造物群保存地区で行われている木造建造物の保存方
法、および国際協力で実績をあげたホイアン歴史地区保存の事例を通して、インドネシアの木造建造物、特にニアス島
南ニアス県バウォマタルオ村伝統的集落とジョグジャカルタ特別州コタゲデ歴史保存地区を調査対象地とした。両地区
とも日本のような文化遺産保護の体制は地方政府に確立されていない。そして新しい材料で旧材を置換える修理の方法
がみられた。熱帯地方の木材は腐りやすく、蟻害も短時間に進む。伝統的様式を維持するために、伝統工法の継承、文
化遺産保存体制の確立、保存に係る人材の育成という保存基盤を早急に整備することが必要である。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the conservation techniques for the traditional wooden ho
uses in Indonesia. Japanese traditional wooden restoration techniques which fix wood materials to exchange
 or cut a deterioration part has been authorized in the Nara convention held in 1994. Based on the restora
tion method of wooden buildings in Japan, how should be done to restoration the Indonesian wooden houses a
s a cultural property in the climate of tropical zone?  The research conducted two historic districts, Kot
agede in Yogyakarta and Bawomataluo village in Nias island. Some restoration cases in the districts have c
onverted all the wood materials of the old houses for rebuilt as a new building. And the carpenters used t
o exchange the whole wood parts in spite of a part of that's deterioration. It might be a theoretical meth
od to maintain the traditional style of the house in which its wood materials are going to be perishable i
n tropical climate.

研究分野：
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文化財保存
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 インドネシア政府は２０１０年に文化財
保護法を改正し、これまで文化遺産単体の保
存方針から建造物群や集落、関連する自然物
を含む文化遺産群の保存を進める方針を打
ち出した。そして文化遺産の保護を基本に、
地域振興と活用による文化的繁栄の増進を
目指すことを明記した。１万３千あまりの島
嶼からなり、約３００の民族が居住するイン
ドネシアは、熱帯に育まれた森林資源を利用
して、様々な木造建造物が作られてきた。独
特の形式を持つ木造建造物集落は民族的特
色をもち、建築構造と平面形式に独特の伝統
的形式を残すものが多い。多くの開発国の伝
統的建造物が直面しているように、インドネ
シアの伝統的建造物も高度経済成長による
生活様式の変化や、コンクリート造の現代建
築の建設によって、消滅の危機に直面してい
る。儀礼や民族生活様式などの無形の文化的
価値を含めて、これまで培われてきた文化の
多様性が失われようとしており、国は有形、
無形の文化的価値を持つ対象を文化遺産と
して保護する体制を整えなければならなく
なった。 
 
２．研究の目的 
 インドネシアは、文化遺産の保存に対して、
オランダの植民地時代から踏襲される石造
建造物の保存修復概念を基本とし、新素材に
よる補強や化学材料による強化を通して現
状凍結的保存が行われてきた。この方法はイ
ンドネシアの国指定文化財である木造建造
物の修理方法にも適用されている。木造建造
物を建造物遺産の主体とする日本は、必要に
応じて建物を一部、あるいは全部を解体し、
伝統的な技術と材料を用いて破損・腐朽部分
のみに修理を行う、文化遺産の真正性にも十
分に配慮した独自の保存修理技術を発展さ
せてきた。この技術は国の文化財保存技術に
も選定されており、また海外ではベトナムの
「古都ホイアン」保存事業にも適用されて成
果を上げている。 
 本研究は、我国の文化財修理や伝統的建造
物群地区で行われている木造建造物の保存
方法、および国際協力で実績をあげたホイア
ン歴史地区保存のケーススタディーを通し
て、インドネシアの木造建造物、特にニアス
島南ニアス県バウォマタルオ村の伝統的集
落とジョグジャカルタ特別市コタゲデ歴史
地区を調査対象地として、現在も使われてい
る伝統的木造家屋に対して日本型修理技術
の適応の可能性と適切な保存体制の確立に
ついて研究を行った。 
 
３．研究の方法 
 本研究体制は、文化遺産保護、インドネシ
ア建築史、民俗建築学、建造物構造、建造物
修理、観光・利活用の専門家で構成し、それ
ぞれの専門性を発揮して研究に取り組む体
制を構築した。またインドネシアのガジャマ

ダ大学工学部建築学科の教員をカウンター
パートとし、共同調査による意見交換を通し
て、日本とインドネシアの双方の成果を得ら
れることを重視した。 
 ３年間の研究期間に行なわれた活動は大
きく３つに分けられ、 
１）日本の木造建造物修理方法と歴史地区
保存方法の確認 
２）類似の歴史地区、伝統的集落の保存調査
３）歴史地区、伝統的集落保存体制の構築手
法の検討 
という形で実施された。これらの研究活動を
インドネシア人研究者と共に進め、日本が試
みてきた木造建造物の保存の成果をもとに、
インドネシアの研究対象地における伝統的
木造建造物の保存、および現地の地方政府と
の協議を通して、現地に研究成果の還元を試
みた。 
 
４．研究成果 
(1)文化遺産として保存する必要条件 
 ２０１０年に改正されたインドネシアの
新しい文化財保護法によって、市街地の木造
建造物や伝統的集落を文化遺産として保存
することが可能になったが、歴史的建造物の
集合とその環境を保存するためには、文化遺
産保護の体制を都市計画や景観計画などに
連動させて保存制度を運用する仕組みを必
要とする。また居住者や地域の住民が主体と
なる地方自治によって保存活動が行われる
体制も必要とされる。 
 このためインドネシア政府は文化財保護
法の改正を行っても十分に伝統的集落を保
護できるわけではなく、地方政府の保護の体
制を整える必要がある。地方政府による保存
条例の制定、保存計画の策定、そして保存行
政を担当する部局と担当者の設置、補助精度
の充実などが、集落を保存するための基本要
件である。このような視点をもとに、本研究
は調査対象地の文化遺産保存の体制につい
て把握にすることを行った。 
 次に歴史的建造物の文化遺産としての価
値評価である。インドネシアの集落研究はこ
れまで様々な研究者によってなされてきて
いるが、集落や市街地の歴史地区の遺産とし
ての価値についての調査はあまり行われて
こなかった。本研究は、伝統的家屋や集落形
態の文化的特性に加えて、集落における伝統
的建造物の残存状況や歴史的環境の把握と
いう文化遺産調査を行う。また伝統的建造物
を継承していくための工法や伝統技術につ
いても調査を進める。 
 最後に木造建造物の文化遺産としての活
用の意義である。集落を含め、市街地にある
歴史的建造物が次第に失われることは、現代
の生活様式に適応しなくなったり、集落内の
互助組織の喪失、修理/維持にかかる経済費
用の重荷などの様々な原因がある。歴史的建
造物を現代に残していくためには、所有者や
地域住民による保存の意義と努力が必要に



なる。日本の伝統的建造物群保存地区や近代
建造物の保存に、活用による転用や観光への
用途が期待されるのは、歴史的建造物に新た
な利用価値を見出し、そのための努力を促す
ことができるからである。 
 このようにインドネシアの木造建造物の
保存のために必要な点は、保存の体制、歴史
的建造物の価値、そして保存の意義が見出さ
れているか、という３点であり、本研究の調
査を進めていく上での観点とした。 
  
(2)類似の歴史地区、伝統的集落の保存調査 
 インドネシアの対象地を調査するにあた
って、これまで日本が保存協力に関わった事
例やインドネシアの遺産保存の先進的事例
について類似例の調査を行った。 
 ベトナムのホイアンは１９９０年代に日
本政府や学術関係の専門家の協力によって、
保存地区として整備され、１９９９年に世界
遺産に登録された。本研究チームの日本とイ
ンドネシアの研究者はホイアンを訪れ、ホイ
アン市史跡管理事務所職員と研究集会を開
催した。ホイアンは市街地に残る木造建造
物を修理するにあたって、日本との技術交
流によってもたらされた木造修理の考え方
を反映させ、古くから残る材料をなるべく
残し、傷んだ箇所を埋めたり継いだりする
技術を採用していた。継は蟻継など単純な
仕口が主体で、日本の伝統技術のあるよう
な複雑な仕事はみられない。保存地区内の
すべての建造物は等級に分けられており、
等級ごとに修理の方針が示されている。こ
れは日本の伝統的建造物群保存地区の特定
物と非特定物に大きく分けて修理していく
方法と異なる。 
 インドネシア・スラウェシ島の山間部に
残るタナ・トラジャ地区はトンコナンと呼
ばれる伝統的家屋が残り、インドネシア政
府によって世界遺産暫定リストに加えられ
ている。日本の財団法人文化財建造物保存
技術協会は１９９４年にバヌア・タンベン
と呼ばれる伝統的家屋の解体修理を実施し
た。本研究は２０１３年６月にバヌア・タ
ンベンを調査し、再度修理が行われている
ことを確認した。小型家屋のバヌア・タン
ベンはもはや居住用に使われておらず倉庫
になっていた。腐朽した材料を取り替えて
維持されていたが、継ぎや埋木の技術はそ
の後使われていないようであった。このバ
ヌア・タンベンは伝統的集落から離れた山
の中にあり、文化遺産として指定されてい
るわけでもない。周辺の家屋がほとんど建
て替えられているなかで、所有者によって
維持されているということは、日本の修理
協力の成果かもしれない。しかし日本の文
化財保存の専門家と地元の職人との保存の
共同作業の成果は、タナ・トラジャの保存
技術として普及しているようにみえず、保
存技術の定着の難しさを感じた。 
 

(3)対象地の調査 
 本研究はジャワ島ジョグジャカルタ特別
州のコタゲデ歴史地区(Kotagede)、および北
スマトラ州南ニアス県バウォマタルオ村
(Bawömataluo)を調査対象地とした。コタゲ
デ地区はジョグジャカルタ王宮群、バウォマ
タルオ村はバウォマタルオ地区としてイン
ドネシアの世界遺産暫定リストに掲載され
ている。 
①コタゲデ歴史地区の調査 
 コタゲデ地区は古マタラム王朝の王宮跡
があり、周辺にジョグロ、リマサン、カンプ
ン形式といったジャワ文化の伝統的家屋が
残る。２００６年に起こったジャワ中部地震
によって大きな被害を受け、その後、復旧協
力活動とともに保存状況の調査が行われた。
本研究はこの時に作られた資料(コタゲデ遺
産地区における建築遺産地図： JAVA 
Reconstruction Fund)をもとに、コタゲデ内
のジャガラン地区で保存調査を実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
図１ コタゲデ・ジャガラン地区の調査図 
 
 約３３ヘクタールの面積にジョグロ（OLD）
は８２軒、リマサン（OLD）は３８軒、カン
プン（OLD）は６６軒あることがわかった。
また古くはないが伝統的様式をもつジョグ
ロ（NEW）は１９軒、リマサン（NEW）は２６
軒、カンプン（NEW）は８３軒、であり、未
判断のカンプンは２８５軒、リマサンは６
３軒、ジョグロは４７軒であった。 
 ジョグロと呼ばれる伝統的家屋は、本来プ
ンドポという吹きさらしの東屋と対に建て
られているが、解体して木材として売却され
ている事例が見られた。２０１２年にジョグ
ジャカルタ特別州から保存条例が発布され
たが、保存対象建造物は特定されておらず、
修理のための体制も整えられていない。地震
のあとに寄付や補助によって修理、復元され
た事例があり、ユネスコにより所有者のため
の 保 存 マ ニ ュ ア ル (Home Owner’s 
Conservation Manual)が２００７年に出版
されている。この保存マニュアルは伝統的家
屋の特徴を指摘し、その維持や補強について
説明しているが、文化的価値を維持するため
の修理方法は記載されていない。地震によっ
て倒壊した伝統的家屋の修復事例の中には、
古い材料を棄て全く新しい材料で復元した
家屋もあった。近代住宅の修理が行なわれて



いたが、基本的に古い木材で再利用可能なも
のはそのまま使われるが、一部傷んだ材料は
取り替えられていた。この建物は所有者の資
金によって修理されており、行政による修理
指導は行なわれていなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２コタゲデの近代家屋の修理（開口部は取
り替え、煉瓦組積壁はコンクリートの柱を挿
入し耐力を上げている） 
 
 コタゲデ地区は保存条例を制定し、基本的
な保存調査も行わている。しかし保存地区内
の歴史的建造物を法的に特定しておらず、条
例も補助の規定をしていないなど、行政によ
る規制と指導の役割がはっきりしていない。
当然、修理のために指導も行なわれておらず、
住民やNPOによる自主的保存活動に頼ってい
る状況であった。 
 
②ニアス島バウォマタルオ村の調査 
 ニアス島はスマトラ島のインド洋沖にあ
る赤道直下の島である。島は山地で覆われ、
伝統的集落は一般に山地に位置しており、巨
石文化をもつ。中部ニアスには高床式で円形
のユニークな伝統的家屋が残り、南部ニアス
には高床式で切妻平入りの伝統的家屋が連
棟する集落が残る。 
 バウォマタルオ村は南ニアス県に残る伝
統的集落の家で最大級の規模を持つ。集落形
態は、伝統的な社会構造を反映して、首長の
家を中心として、住居群、集会場、教会、広
場等で構成され、Ｔ字型の町並みを特徴とす
る。村はこの伝統的な町並みの外へ広がりつ
つあり、２０１３年時点の人口は６１３０人
で、伝統的集落内の人口は４８００人、８３
０世帯である。 
 調査の結果、伝統的集落内における全住棟
数は２５２棟でそのうち伝統的家屋は１２
４棟を占め、約半数の家屋が伝統的家屋であ
った。本研究期間のあいだにも２棟の伝統的
家屋が建て替えられており、その数は次第に
少なくなっている。 
 集落の中心には首長の家(Omo Sebua) が
位置し、17 メートルの棟高をもつ巨大な木
造建造物である。高床式の床組は柱と筋交い
で基壇を作り、この地方に多発する地震に耐
える構造として発達したと思われる。床上は
居住部で、壁板を妻側に立ち上げ、桁でつな
ぐ壁構造とし、街路に面して横組の格子で組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３バウォマタルオ村平面図（黒:伝統的家
屋） 
 
んだ開口部（窓）をもつ。室内に開口部に沿
って段を設け、街路に面した表の部屋を接客 
や団欒に利用している。首長の家の街路に面
した部屋は村人たちが自由に出入りする公
的な場所であり、村の話し合いに使われるこ
ともある。床上中央部に囲炉裏を設け、囲炉
裏で仕切られた後部は家族の居住部である。
小屋組は丸太梁と束を相乗に組み合わせて
立ち上げ、棟を高く上げて平入りの切妻屋根
とする。屋根は現在トタン葺きとしているが、
もとはサゴヤシの葉で葺かれていた。 
 他の伝統的家屋(Omo Hada) も規模を小
さくするが、首長の家と同じ構造と形態をな
す。ただし 2 戸で対とし、中央に共用の入口
の階段を設け、住戸に入る形としている。そ
して妻面を接して建つ隣家には小さな木戸
を介して通り抜けられるようにし、伝統的家
屋を連続する場合、街路に出ずに家屋間を移
動することができる。 
 街路の中央部に細い石畳が敷かれ、この部
分を共通の通りとし、石畳から各家屋に至る
短冊状の土地を各戸の所有地として洗濯物
を干したり農作物の乾燥に利用している。こ
れらの私有地は区切られることなく連続し、
街路の一部となっている。この街路に面して
高床、切妻平入り、格子の窓の連続する家並
みが、南ニアスの伝統的集落の景観特性であ
るといえる。 
 バウォマタルオ村には巨石文化が伝わり、
水浴場や街路の敷石、ジャンピングストーン、
儀式用の石造物が残る。集落成員が、貴族や
戦士（知識人とも称す）として認められるた
めには、家屋の前面に石造物(darö darö)を設
置し儀式を行わなけれなならない。また石造
の墓標も民俗的な装飾が刻まれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４オモセブア周囲の立面図 
 



 地方政府の南ニアス県はバウォマタルオ
村を文化遺産としているが、具体的な保存条
例を規定しておらず、保存措置も行なわれて
いない。家屋はこれまで維持されてきた伝統
的工法によって修理されているが、傷んだ材
料をまるごと取り替えている。木彫に木材を
継ぐ技術をもつが、建造物の修理に応用され
ていない。高床下の柱は蟻害や腐朽が早いた
めに新しい材料に取り替えられるが、柱礎石
周囲の地面を掘り、礎石をずらして柱を下方
に引き抜いて取り替えている。このため再度
礎石を戻しても元の高さを調整できず、家屋
の不同沈下をもたらす原因となっている。 
 また修理と称してすべての材料を新材に
して建て直すことも行なわれている。材料代
として工費を上げる目的で行なわれている
が、修理側は文化遺産としての視点を持って
いない。しかし伝統技術は職人に伝えられて
おり、文化遺産の保護の考えが普及すれば伝
統的家屋の継承は可能と思われる。 
 問題は木材価格の上昇による修理費の高
騰である。オモハダの解体修理に２万ドル、
部分修理に１万ドルを目安にするが、同規模
のコンクリート造建造物は３千ドルである。
７００ドルの平均年収ではなかなか修理が
できないという経済状況にある。行政による
修理補助、観光による活性化を進展させない
と伝統的集落として維持できない状況であ
る。 
 
(4)インドネシア木造建造物の保存について 
 熱帯気候は木造建造物の材料にとって非
常に過酷な環境である。高温多湿な気候に晒
されてきた木造建造物は、蟻害や腐朽によっ
て早いサイクルで材料を取り替えながら維
持されてきた。豊富な森林資源に支えられて
木材は消耗品として捉えられる傾向がある。
また南洋材でも育ちが遅く硬い材料もあり、
貴重な建物や彫刻などに使われて１００年
以上も残っている部材もある。 
 南洋材の乱伐により古木の大木は少なく
なっており、政府は森林の伐採規制を始めた。
それにともなって木材価格は高騰し、硬くて
太い材料は手に入りにくくなっている。その
ため成長の早い柔らかい木材を使うように
なってきており、蟻害や腐朽の傷みも急速に
進む事例もみられた。 
 日本でも木造建造物の修理において、耐力
を維持できないほど傷んだ材料は丸ごと取
り替えている。インドネシアの場合、取り替
えた材料が十年も絶たないうちに腐朽する
こともある。 
 バウォマタルオ村の伝統的家屋の多くの
居住者は、快適な居住性のために経済的余裕
があれば木造の伝統的家屋に住み続ける意
欲をみせている。彼らは、高床を斜材で固め
て地震動に効果を上げる床組や、通風に優れ
た伝統的家屋の性能を維持するために、傷ん
だ材料を取り替えながら家屋の形態を維持
してきた。長い年月にわたって家屋の形態を

変えずに維持してきた方法に文化的価値を
見出すことは可能であろうか。 
 この無形的技術手法に視点を向けるなら
ば、伝統的様式を維持する手法に文化的価値
を見出し、その手法の継承も保存の対象にな
る可能性もある。熱帯気候の木造建造物の保
存を考える場合、材料の保存という物質の継
承を主是とするこれまでの文化遺産保存の
観点から、材料を取り替えていきながら建築
物の形/様式を継承していくという保存の観
点も存在することを考慮しなければならな
い。 
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